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の大著である。まず序章では、二〇世紀初めに南カリフォルニア大学の学生であった立石次左衛門、帆足理一郎という二人 日本人移民の言説に注目する。彼らが「人種的・国家的に帰属するしか道はない」という、日米両国から押しつけられた覇権的言説の狭間で苦闘するな で、実はしたたかにアメリカ白人社会や祖国日本との間に心理的・政治的な関係性を維持していたという、 「二重性」の実態深い関心を寄せる。　
このような日本人移民のトランスナショナショナルな思
想や日常生活体験は、本書 通底 中心的な研究テーマである。著者はその解明 向けて、従前の国家的枠組みや一国の歴史観に縛られない、 「間・国家的視点（
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ニー」の影響下における人種的従属という圧力の中で、 「在米同胞」という、日本人ではない独自の「人種」的なマイノリティ集団が形成されていく様子が描かれている。すなわち、一九二〇～三〇年代の十数年は、一世と二世の主従関係が交代する歴史的に重要な移行期であったという。しかし、従前の日系アメリカ移民史 パラダイムでは、彼らの歴史体験を〈一世〉対〈二世〉 、 〈外国 〉対〈マージナルマン〉 、 〈親日反米 反日親米〉 、といった二項対立的な枠組みの中で単純化して処理してしまった。 その結果、激しい人種排斥に対する移民の主体的な社会交渉や策略中で生みだされた、 思考や行動 ユニークな「二重性」 「二文化性」 への気づきが欠落していることが指摘されている。このような問題意識 下 第三部（第四～六章）では 一世がどのように国家規定 意味づけ 主流社会によるレッテルと対峙しながら適応していったか、彼ら自身の叙述見られる言説を手がかりに、 「在米同胞」社会で創り出された新しい思想や行動について考察が行われる。　
すなわち第四章では、一世がどのように自らの集団的過
去の記憶を、アメリカ フロンティア理論と近代日本の民族膨張主義の文脈に置き直そうとしたか 一世 家の言説を拠り所に分析が進められる。彼らは日米の主流イデオロギーを借用して、白人フロンティア開拓者と一世パイオ
ニアを明示的に比較する一方で、そのイメージに合わない独身労働者を移民発展史の語りから排除していったという。また、出稼ぎ労働者を日系アメリカ市民から切り離す一方で、家族持ちの一世男性は、帰化不能ながらその日本的特徴のために白人フロンティア開拓者に類する「典型的なアメリカ人」と呼ぶなど、トランスナショナル 政治文化空間における巧妙な言説操作の実態が浮き彫りにされている。　
第五～六章では、 一世から二世への世代交代期を迎えて、
一九三〇年代に二世教育のための社会運動や教育活動が全コミュニティ規模で展開され ことが詳説される。揺るぎない白人至上主義の下、人種としての理想的な未来を二世に用意しようと奮闘した一世のこ した運動には、二 の職業選択や人口構成を操作しようとす 試みや 「日本精神」とそれに準じた道徳的生活様式を推奨する活 、祖国日本へ彼らを送り込む越境教育プログラムの推進などが含まれていた。しかし、こ した国際主義の理想を体現しようとする試みは、彼らをより一層アメリカ社会の中で疎外し、 「在米同胞 いうマイノリティ集団が経験してきた人種的圧力をさらに強める結果になったと指摘する。　
第四部（第七～八章）では、日本人移民のナショナリズ
ムに感知される多様で複雑な意味合いが解き明かされる。









第七章では、一世のナショナリズムが強烈な民族意識、すなわち民族としての誇り、文化的優位性、集団としての自立や地位上昇への願望を備えており、彼らは日本帝国との絆や「日本的」であることを主張する方法によって、アメリカにおける国家帰属 新しい形の可能性を表現できたと指摘する。それは白人至上主義 アメリカで、その本質的な権力構造や人種序列を混乱させな 程度に人種と文化に関わる意味を、一世が主体的かつ巧妙に操作していたことを物語っている。一世のトランスナショナルな生存戦略の中心的課題は、実はナショナルな意識 力であった。　
第八章では、日本人移民が白人との平和的関係を求めて
生存をはかる一方で 日本帝国が征服活動を押 進めたアジアの国々の出身者に対しては、差別的な眼差しを向けて対立と競争 煽ったことが とくにフィリピン系移民との間に生じた人種葛藤を事例に挙げて細かく分析されている。一世のナショナリズムは、移民社会の内部における階級性や多様性を抑圧しながら、正当な「日本的」思想と行為という考えを拠り所に 「名誉白人」 として アイデンティティを作り上げた。そして、コミュニティの人々 うまく説得してその考えに従わせることで、移民集団を「名誉白人たる中流市民」という型に無理やり押し込み、エスニック集団の再構築を図ろうとしたことが解き明かされる。
　
終章では、一九四一年の太平洋戦争勃発とともに急変し
た戦時下のアメリカにおける人種主義や国家主義の下で、一世のトランスナショナルな移民史が終焉するプロセスが詳説されている。すなわち、太平洋戦争前の二〇～三〇年間に日本人移民が二つの国家間で享受してきた「間・国家的」な柔軟性や折衷主義的 社会的指向は、戦争によって完全に否定され、日本人移民はアメリカ社会の中で文化・人種・国家的に完全に他者化されてしまった。そして、戦時中のアメリカ至上主義思想の中で日本人移民は強制収容され、それまでとはまったく異な 社会的慣習やアイデンティティの採択を強いられた。もはや彼らに残された公的な自己表現の選択肢は、一点の曇りも いアメリカニズムを空しく主張するか、狂信的 親日家として孤立 るしか残されていなかったという。　
こうして一世の日本への愛国心は、アメリカへの強い忠










サクソン系文化への同化現象と同一視する、 「移民パラダイム」と呼ばれる政治化された歴史言説との決別 自らに課し、長らく等閑視されてきたマイノリティの曖昧で複雑な歴史体験を丁寧に拾い上げようと奮闘する 一人の歴史学者の微動だにしない真摯な研究姿勢への共感であろう。それはアメリカの大学に籍を置く著者自身が、日々移民を追体験するなかで辿り着いた、信念ともいえる新境地なのかもしれない。　
歴史研究という行為が本質的にもつ主流派の作為による
政治性や時代的特殊性の弊害から目を逸らさず だからこそマイノリティである移民の歴史体験を一方的に国民国家の支配的言説（ナショナリストの歴史学） 統合・従属さ
せてはならない、 との警鐘は説得力をもって心に強く響く。また、これまでの移民研究によく見られる「二つの祖国間で苦闘する日系人」という抵抗者のモチーフやその感動物語は、日系人を海外の同じ「日本人」とみる一元的な視角に由来しており、それは結果的に日本人 血や文化の特殊性や優秀性を誇る政治化された言説装置として機能している場合が多いのではないか、との指摘も示唆に富み共感できる。移民自身や非 の言説をして語らしめる、移民体験の客観的分析と相対的理解が求められている。　
このような立場から、著者は日系移民の歴史体験の理解
を国民国家 支配 言説に直接 に対峙できる手段とするために、 「間・国家 視点」と自ら名づける歴史分析のパラダイムを準備する。これは二〇〇〇年代前半にアメリカの歴史学界を席巻したトランスナショナリズム 理論・方法論的影響を強く受けた視角である。しかし、ここにも大きな学問の潮流に飲み込まれまいと、用心深くその渦中に踏みとどまって思慮 めぐら 著者の姿 ある。敢えてトランスナショナル（越境的）の用語を避け 「間・国家的」と命名した背景には、トランスナショナリズムを 脱領土化」 「脱国家化」と取り違えて理解する誤解を回避したり「ディアスポラ」という文脈の中でコスモポリタニズム的理想を謳歌する文化主義者 ナイーブな解放論的空論 は














とはかけ離れた鮮烈な印象を受けるものであった。すなわち、彼らは二つの帝国への同時帰属状態を常に正当化するために、両国間に生じるさまざまな矛盾に対して主体的に折衷主義を採用した。すなわち、彼らは双方のナショナリズム論や人種主義理論の要素を選択的に取り込み融合させることで、 「真のアメリカ人」となることを標榜し その行動や言説を通じて「準白人」 「名誉白人」 変身しようとしたのである。こうして、日本 移民は主流派の白人により人種化される一方で、アジア 同胞やその他マイノリティとは異な 特権的地位や優位性を獲得 る目的で、自らの人種化を図ったのである。　
このような、日本人移民が戦前にみせた人種と国家の抑
圧を超克する「二重性」という 的志向 、そ 後も日本人の際だった性向として、善しにつけ悪しきに け生き続けているかの うである。た えば、戦後南 フリカ共和国で推進されたアパルトヘイト体制に対して 世界中から激しい非難が寄せられる中、日本人は「名誉白人」という特権的な法的措置の下で経済交流を促進させ 歴史
をもっている。　
また、近年アメリカとの同盟強化が急速に進められる中
で、アジアの隣人やマイノリティに対するヘイトスピーチが各地で顕在化している現状は、本書が描き出した戦前のアメリカ移民社会や、その構造をアジアで流用しようとした日本帝国の姿を彷彿させる。かつて世界を戦禍に巻き込んだ帝国主義的な意識が、隠微な形で我々の身体に生き続けていないか、多様なグローバル化の弊害に苦悩する今日こそ、十分な自己省察が求められ かつてアメリカで日系人が経験した悲惨な歴史 日本で繰り返さないためにも、本書の副題である「忘れられた記憶」 再検証が必要不可欠である。　
さらに、本書が提示した「間・国家的視点」は、日系ア












書はさまざまな示唆に富み刺激的である。ブラジルはアメリカに比肩する世界的な移民大国で、日系人 数は世界最大である。しかし、日系ブラジル移民の生活世界は、アメリカ西部と比べてかなり異質である。ブラジルの基層文化社会は、約三〇〇年にわたる植民地時代 形成された混血性の強いもので、支配層を す白人もポルトガル人を中心とするラテン系民族であった。彼らが帝政～旧共和制期（一八二二～一九三〇年）に推進したヨーロッパ移民の積極的な導入による「白人化（
abranqueam
ento ） 」は、ゲ
ルマン系民族やフランス に対する憧憬と劣等感 入り交じった、 「脱アフリカ化」を主な目的とす 人種主義の実践であった。また、ナショナリズムが高揚 た一九三〇年代には、 国民の混血化をブ ジル 避けがたい現実と認め、異人種が混淆する平和的で奔放な人間関係の推進を標榜る「人種デモクラシー」が一時代を席巻した。
　
このようなブラジルの歴史は、厳格なアメリカ例外主義
や白人至上主義の下で、先発の日系アメリカ移民が乗り越えねばならなかった国家・人種の相剋の壁が、後発の日系ブラジル移民が直面した壁と比べて、より高く堅固で異質なものであったことを示唆している。 同じ日本人移民 も、移住した時代 社会階層、そして彼らが生活する〈場〉の意味の違いが、彼らの日常生活体験やそこから派生する思考・行動パターン、言説的策術にど ような差異を生み出したのか、 「間
･
国家的視点」から比較検討する意義は大
きいと える。本書は、世界各国の移民研究の道標となる卓抜した研究成果であると同時に、アメリカ論を志向しない「アメリカ研究」 、日本論を志向しない「日本研究」としても優れた見識を備えた、まさに「間・学問的」研究であった。是非、一読をお薦めした 。
（本学文学部教授）
